
○評価基準表

仕様書番号 提案書番号 評  価  基  準

60

全体 1,3 配置要員の役割、責任分担が明確にされているか。また、業務体制図が示されているか（協力会社を含む）。 (5)

第２ Ⅰ
(4)②

3,4 本調査研究実施にあたり、咄嗟なトラブル等に対応できる体制が構築されているか。 (5)

第２ Ⅰ
(4)②

3,4 上記トラブル対応体制について、頑健性（ロバストネス）
※
はどこまで確保されているか。

※トラブルが起きた際に、従来の方法に戻さずに、どこまでデジタル完結を遂行できるか。
5

第２ Ⅰ
(3)

1 高校入試のデジタル化に関する実績があるか。 15

第２ Ⅰ
(4)①

4 高校入試以外のデジタル化・DXに関する取組実績があるか。 5

第２ Ⅰ
(2)

4 都道府県立高等学校と市区町村立中学校との間で連携実績はあるか。 10

全体 2 実施スケジュール・計画は、高校入試のスケジュールを勘案して妥当か。 (10)

全体 2 システム構築だけでなく、学校教員や生徒・保護者への理解を図る計画が立てられているか。 5

20

全体 システムを個別に作りこむことなく、SaaSを徹底活用した取組であるか。 10

全体 見積額が過度な技術提案や作業項目の設定など必要以上の金額が見積もられていないか。 (10)

10

全体 特筆すべき応募内容があるか。 10 10

基礎点　／　種別Ａ (30)

加　点　／　種別Ｂ 60

※1 種別：Ａ（実施体制・実績等の価格と同等に評価できる項目）、Ｂ（創造性又は新規性等の価格と同等に評価できない項目）

※2 基礎点：必須項目であり、１項目でも評価基準を満たさないと「不合格」となるので注意すること。

※3 加  点：基礎点以外の項目は評価基準に応じて、加点対象となる。

※注 集計方法については、技術等審査会の審査員毎の採点を平均(小数点第２位未満を切捨て)して行う。

90合        計

①その他

３．特筆すべき内容

１．調査研究の遂行能力

① 遂行に必要な人員・体制

②組織の類似の取組経験

③実施計画・スケジュール 15

15

 ２．SaaSの徹底活用

①既存SaaSの活用

②見積額の妥当性

20

30

件 名

評価項目 （　）は必須項目
他は加点対象

配  点

「令和７年度教育関連データのデータ連携の実現に向けた実証調査研究」の「高等学校入学者選抜実務事務手続に関するデジタル完結実証」に参加する地方公共団体の公募


